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ルームクーラの冷房特性
Cooling Characteristics ofWindow-type Air Conditioner

柴 田 勝 男* 阿 見 和 彦*
Katsuo Shibata Kazuhiko AlⅥi

内 容 梗 概

本文はルームクーラの実際の使用状態にふける諮特性を調べるた捌こ建造した実験宅を使用して,取付位置

および風向板の向きによる案内温度の変化,代表的取付位置における風速分和,温度分れ室内温度降下速度,

排気性能を求めた結果を述べたものである｡

1.緒 ロ

ルームクーラ(窓掛形冷房機)の性能ほJEM(日本電機工業会標準

規格)により室外空気温度35℃,湿度40%,宅内空気温度27℃,湿

度50%における冷房能力によって表示されている｡しかしながら

同一冷房能力のルームクーラを使用しても,使用条件,取付位置な

どが異なると冷房能力,幕内温度分布,風速分布が異なる｡

実際の使用状態におけるルームクーラの特性を調べるために弟l

図に示すような実験室を建造し種々の実験を行なったが,本文にお

いてはそれらのうち取付位置および風向板の向きによる寺内温度の

変化,代表的取付位置における風速分布と温度分布,室内温度降下

速度,排気性能について述べる｡

2.実験室および供試ルームクーラ

実験室ほ第l図に示すとおり,洋室(手前)および和室があるが,

本実験でほ洋室を使用した｡これらは一つの建屋内に収められ,周

囲の温度,湿度を任意に変えられる｡またルームクーラの取付位置

も変えられる｡弟2図に実験状態を示す｡

供試ルームクーラほ日立製作所で昭和36年度に市販したRWT-

750H形ルームクーラである｡仕様は第1表に,外観ほ弟3図に示

すとおりであり,吐出ロに取り付けられている4偶の九形風向板に

より,吐出風の方向を制御できる構造になっている｡

3.ルームクーラの月交付位置による温度分布

ルームクーラの取付位置および風向板の向きによる冷房効果の差

異を調べるために洋室を使用し,ルームクーラを壁の上段部(床上

2.03m)および中段部(床上0.75m)に取り付けた｡なお直接床卜に

二取り付けることも考えられるが,冷房運転でほ一般に部屋の下ガが

特に冷やされる傾向にあるので,その実験ほ行なわなかった｡各取

第1図 モデルルーム実験室外観

*
日立製作所栃木工場

付位置における床上1.29mの温度分布ほ弟4図に示すとおりであ

る｡弟4図にて,風向板下向き(上向き)ほ九形風向板4個全部を下

向き(上向き)にした場合であり,左右斜め下向き(左右斜め上向き)

第2図 モデルルーム実験室(洋窒)

第3図 供試ル
ー

ムク
ー ラ

第1蓑 RWT-750Hルームクーラ仕様表
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65W,6P,3¢,200V,50/60c/s

3.7/3.3A

980/1,060W

77ノ99%

R-22

2,500/2,800lくCal/b

2.0/2.4J/b

8/9m8/min
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ヒートポンプ式,ヒ一夕(2.1kW)什

88kg

20～23m2(6へ′7坪)
10畳
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はルームクーラの正面中央より左ネ丁対称に下向き(上向き)より外

側に45度回転させた場合を示している｡舞4図の上+卜方向の温度測

定位置における室内の上下方向の温度分布ほ第5図に示すとおり

である｡舞4図より妹上1.29mにおける平面温度はほとんど均一で

あることがわかる｡弟5図より上下方向の温度差ほ風向板が上向き

で,かつ取付位置が高いほど少ないことがわかる｡

4.室内の風速分布および温度分布

ル∴ムクーラを運転した場合に,室内の風速および脱皮がどのよ

うに分布しているかを調べた｡ヒートポンプ付ルームクーラ(1)を使
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用し,冬期も運転する場合には,1P咋jイ立匿は一般に窓の高さの位置

であるりしl二0.75m付近が望ましい｡ここでは床上0.77mの位置に

ルームクーラを取り付け,風向板を上向きおよび左ム斜め+L向きに

した場介について述べる｡風速および温度ほ熱線式風速温度計にて

測定したで

4.】風向根上向き

床上高さ1.2mの平面およびルームクーラの中心縦断面の風速お

よび温度の分布は第占図,弟7図に示すとおF)である｡弟る図,弟

7図より風速と温度の分布状態ほ瑛似しており,狭い範囲が特に冷

やさJtていることがわかる｡

4.2 風向板左石斜め上向き
/′風向坂下向き

/風向敬左右斜め下向き

風向板左右斜め上同署

庫L向坂上向き
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〝
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床上高さ1.2mの平面と,その平面に示された主噴

流方向の縦断面の風速および温度の分布ほ弟8図,

9図に示すとおりであり,風向板上向きの場合よりも

より広い範囲を冷やしているのがわかる｡

5.運転時間による室内の温度,

湿度の変化

侵入放射熱のない場合,室外の温湿度を一定に保っ

てルームクーラを運転した場合の室内の温度変化を求

める｡

いま

05:ルーーームクーラの冷房能力(頗熱容量)

部屋の熱容量

熱貫流率

部広三のり+表面積

(kcal/h)

(kcaり℃)

(kcal/m2h℃)

(nュ2)

弓三外温度 (℃)

冷房前の宣r勺温度 (℃)

冷房後の任意の時間における室内温度(℃)

J:ルームクーラの運転時間 (h)

とすれば,侵入放射熱のない場合,下記のような関係式が得られる｡

Q古dg=【C(ブr十ÅA(Tγ-71)dJ‥.
‥….(1)

(1)式を変形し,積分すれば次式が得られる｡

年′l

了1=∴諾-(1-e‾習′)十Tlr(1-ピーc′)

＋7､1β一警f ‥(2)

実測値ほ第10図に示すとおり,運転後約1時間で平衡している

が,20､-30分でも平衝状態と大差ない温度になっている｡

(3)式に本実験によって得られた下記の数値を代入して得られた

曲線も第10図に示したが,実測値と計算値はほぼ等しい降下速度を

さ
くこ;
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第6図 風速分布(風向板上向き)
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第7図 温度分布(風向板上向き)
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第8図 風速分布(風向板左右斜め上向き)
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温度分布(風向板左右斜め上向き)

/室内震度一三十賓値)
室内温覆(実測値) 室外相対海馬(方』%)

ノ Z

時 間 =‖

第10図 室内の温度,湿度の変化(放射熱の影響なし)

示Lている｡

Q5=1570(kcal/b)

∬A=150(kcal/h℃)

71r= 35.3(℃)

rl= 31.0(℃)

C= 36.7(kcal/℃) (実測熱容量)

Q5は実際にほ,室内外温度によって変わるが, 一定として計算し

た｡なお部屋の空気の熱容量ほ10.9kcal/℃である｡

る.排気ダンパによる排気時間と室内温湿度の変化

ルームクーラには室内の汚染空気を排出する排気ダンパが付いて

いる｡排気ダンパの性能を調べるために,タバコの煙を使用して,

-107-



8融 解和38年5月 評立

〟♂

丘2J

∂～β

§丘.,5L
態当

山

軌ミ
仁′rβ

且∬

､

＼
､

㌔J♂宝自然放置

/洋室J♂畳排気

ク Jβ グβ ガ イβ 〟 甜 7♂

経過時間(加〃)

第11図 排気時間による空気塵挨度の変化

排気による室内空気の塵挨(じんあい)度の変化および宅内温度の変

化を摂Il足した｡

ルームクーラの排気風量ほ除湿水量15.2cc/minのとき2.5血ソ

minであり,塵挨度は弟11図に示すように変化した｡空気の魔境度

(崇化度Dで表わす)を測定するiこは労研式塵挨計を使用した〔(測

定原理ほ室内空気を一定量吸引し,折紙に吸着させて,吸着前後の

折紙の汚染度より黒化度を決める)宣伸こタノミコの煙がほとんど見

られない状態ほ悪化度0.1であるが,洋室10畳でほ約20分でこの

状態に達する｡排気にともない暖かい外気が部屋のすき間より流入

し室温を上昇させるが,排気時間30分の場合ほ第12図に示すよう

に室内温度は26.0℃より26.8℃に0.8℃上昇したにすぎない｡

7.結 口

以上要約すると次のとおり結論される｡

(1)ルームクーラを高い場所に取り付けた場伽こは,風向板を

上向きにすれば,宅内温度をより低く,しかも上下方向の温度差

特 許

特許弟300924号(特公昭37-412)

任 意 関 数

この発明は時間tを独立変数とした任意関数β｡=′(り を生ずる

電子管式関数発生回路を使用し,これをアナログ量β=こ応じて標本

化し任意関数′(g∫)を発生させる全電子式関数発生装置に閲し,図

のような構成のものである｡

すなわちアナログ入力giと周期rののこぎり歯状波信号とを比較

し,上記両信号の大きさが一致したとき各周期ごとに標本化/くルス

を発生せしめ,電子管式関数発生器より周期rをもってくり返えし

発生されているβ｡=′(りなる信号を上記標本化パルスによって標

本化し,この標本値を保持することによって任意関数′(gi)を得る

ものである｡このような関数発生装置ほ全電子式であり構成も簡単

であるのでアナログ計算棟などに広く用いられている｡
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第12図 排気時間iこよる室内の温度,湿度の変化

も少なく部屋全体を均一に冷房できる｡

(2)ルームクーラを窓の高さの位置(床上0.75m付近)に取り

付けた場合には,次のように使用するのがよい｡

(i)部屋の一部分のみを特に冷やしたい場合には,風向板を

上向きにする｡ルームクーラの正面で,かつ2m以内に坐れば

温度が低く,風速が大きいので非常に涼しく感ずることができ

る｡

(ii)部屋全体を均一に冷房したい場合には,ルームクーラの

中央を対称線として,風向板を左右斜め上向きにするのがよい｡

(取付位置は部屋の幅方向の中央)

(3)室外温湿度が平衡している場合には,室内の温湿度はルー

ムクーラ運転後,約1時間で平衡するが,20～30分後でも平衝状

態と大差ない温度になる｡(洋室10畳)

(4)排気ダンパを開いて約20分で排気を完了でき,しかも室内

温度は0.8℃+二昇するにすぎないので,排気ダソパによる排気を

活用すべきである｡(汗室10畳)

参 薯 文 献

(1)緒方,権守,柴出:日立評論44,1571(昭37-10)

紹 介

生 装

アナログ人力eJ

電 子管 式

関数発生量

ー108-

eロ=デ(り

三 浦 武 雄･中 村 久 吾

///レレ/t//比較回路

標本化パルス

発 生 回 路

標本イヒ

回 路

偉才寺

[∃ 王賂

のこぎり歯状波

発 生 回 路

r(eり




